
授業科目

［担当教員名］

石井周，慮守助

中国語によるコミュニケーション

三
: ; 

2 ! 対象学科 i 
： ： 

前期・後期 i 必修・選択 i 
： ： 

2 ! 時間数 i 

理学・作業・言語・栄養・社会

塑

30 

［＜一般目標： GIO>】

話し言葉としての中国語を習得し、運用能力を身につける。

【＜行勁目標： SB0>］ 

1. ピンインを理解し、きちんとした発音ができる。

2.基本文型をマスターして応用することができる。

3.実際の会話で、知らない言葉があった場合、それを確認できる言語運用能力を習得する。

4.間投詞の使用法を学び、話し相手に不安を与えない間が保てる。

回

数 授業計画又は学習の主題

1中国語の概説と発音の基礎

2同上

3同上

4中国語会話の実践（基礎）

5同上

6同上

7同上

8同上

9中国語会話の実践（応用）

10同上

11同上

12同上

13同上

14同上

15同上

SBO 

番号学習方法・学習課題又は備考・担当教貝

1石井

1石井

1石井

. 1石井

2石井

2石井

2石井

2石井

2.4慮

2.4慮

2.3慮

2.3慮

2.3慮

3. 3慮

3. 3慮

【使用図書】

教科書

く書名＞ ＜著者名＞

CDではじめる やさしい中国語会話入門 朝倉磨理子

く発行所＞

池田書店

く発行年・価格•その他＞

2003年 ¥1,500

参考書

その他の資料

［評価方法】

平常点とテストによる

［履修上の留意点】

基本的に予習は不要ですが、授業中に解説した対話は暗記してもらいますので、

しっかりとした復習が必要です。
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